


発掘調査速報


一直中期� Ij遺跡、は、君津市内を南北に流れる

小糸川に面した微高地上にあります。

遺跡の位置する君津市三直は、鎌倉時代か

ら室町時代までは「三直郷」と呼ばれ、鎌倉

の武士や大寺院の領地(ュ佐園)となっていた

地域でもあります。

柱の跡が整然と並，3i屋敷跡(南かう)

者層の屋敷で使用されたものと思われます。

また、遺物の年代から、屋敷は鎌倉時代� 

(1 3世紀代)から江戸時代初期 (17t~紀前半)

まで、多少位置 を変えながら、(まぼ継続して

{吏わオlていたことが分かりました。そして、

これらの屋敷は長い年月を経て、現在も遺跡、

の近くにある農家の屋敷へと、受け継がれて

いったようです。

こう考えると、今回の発掘調査で発見され

た屋敷跡は、まさに現在の農村の原風景とい

八千代市の南西部、東側に新川を見下ろす台地の上に、

「ゆりのき台Jの街が広が.っています。ここは、住宅・都市

整備公団(現・都市基盤整備公団)の萱田特定土地区画整

理事業によって生まれた新しい街です。 こ'叫ん

事業伝伴い、明??58年から烹粉し年にかLiL権現後湾問、

ヲサル山遺跡、北海道遺跡、井戸向遺跡、坊山遺跡、白幡前

遺跡の6遺跡が発掘調査されました� その結果、約3万年前の旧石器時代から奈良・平安時O

代までの生活跡が見っかりました。

中でも、奈良・平安時代の遺跡夜らは、総数55F軒というたくさんの竪引毛居跡が発見さ

れました� そこからは、和同開弥、三色の柚薬のかかった陶器(三彩小壷)、年号や地O

名・人名・人の顔などが書かれた墨書土器� (f村神郷丈部国依甘魚」ほかに、守Fが出土し

ました� また、小規模なお寺と思われる建物跡や、粘土を焼いて作られた瓦塔(五重塔)O

の破片、小さな青銅製の仏像など、仏教に関連した遺構や遺拘も在、くさん見ppりました。

こうした墨書土器などから、この北総地域が、古代の「下総国印描郡村神郷」に属した

中IL'J也であったことがわかります。

なお、萱団地区の資料は、八千代市歴史民俗資料館で保管・展示されています。
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願いが込められているのかもしれま

せん口

また民俗例から、土器の中に納め

たのは、無事に生まわ，てきた赤ちゃ

んの胞衣であり、その土器を出入り

口に埋め、家の人が踏んだりまたいだりすれ

ばするほど、その子が丈夫に育つという風習

があったという説もあります。いずれにせよ、

子供に対する愛情の表れであることには遠い

ありません。

なお、 墨古沢遺跡、の発掘調査は、平成� 12年

度も継続して行われます。

うことができるでしょう 。

遺物紹介コーナー


なぜ、出入り口の下に埋められ、土器に穴

があけられたのでしょうか� 実は、そこには、G

今も昔も変わらない親の子に対する深い愛情

があったようです。

今でも出産は大変なことですが、医学の知

識もない当時は、それこそ生きるか死ぬかの

一大事だったに違いありません。死産だった

り、生まれてまもなく死んでしまったりとい

うことが、今では考えられないほど多かった

でしょう� そのようなかわいそうな赤ちゃんC

や胞衣(胎盤)を納めたのが、この「埋饗」

だと考えられています。

家の中や家のすぐそばに埋めたり、土器に

穴をあげるのは、再びおなかに戻って生まれ

井戸向遺跡出土三彩小壷� (実物の約� 2/3)
婦影:堀越知道

家の中心lこ向かつて傾いていることが多い(近年の耕作により、土器の
一部が破損していた。この埋警に穴があいていたかは不明)

縄文時代(主に中期から後期にかけて)の

竪穴住居跡の出入り口と思われる辺りから、

埋められた土誌が見つかることがあります。

時には、土器の底もしくは側面に小さな穴が
鉄道も開通し、すっかり街らしくなった「ゆりのき台J (1993年撮影/提供:都市基盤整備公団千葉地域支社)

あけられていることもあります。 変わって欲しいという、わが子に対する親の
(掲載出土晶/八千代市教育委員会所蔵)� 
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佐倉市の南東部に位置する「佐倉第三工業団地jの

建設に伴い、昭和50年から昭和60年にかけて発掘調査

を行ないました� そして、平成� 8年までにその成果のO

すべてを報告書として刊行しましたc 出土した頭

発掘調査の結果、|日石器時代から奈良・平安時代までの16の遺跡が見っかりました。ま

た、池向遺跡野中� 5号墳をはじめとして、大小160もの古墳時代後期ころ(約1500年前)

の古墳と、それと同じ時期の集落跡が調査されました� これらの集落の中には、古墳からO

発見された土器と同じ模様をもっ杯(+文は×模様)が出土した住居跡(タルカ作遺跡)

もあり、古墳を造った人々の集落であった可能性があります。

奈良・平安時代の集落は、それらの古墳を避けるように、古墳が造られなかった台地に
ろくじゅ うぶ

発掘調査速報

西 根遺跡、は、印西市南部を流れる品川沿

いの低湿地にあります。数年前、たまたま川

に遊びに来ていた親子が、川底から縄文土器

を姶い、この遺跡の発見につながりました。

平成� 11年度の調査で、縄文時代の遺物のほ

かに、古墳時代から中世にかけての水路跡や、
せき

堰の跡が見っかりました� O 水路跡からは、木
すき さね たぶね�  (j'くしょ

製の農具 (柄振、鋤、杵、田舟など)や墨書

形代(木製で、
上が「人」、下
が「馬Jをかた
どったと思われ
る。長さは、両

鋤(古境時代のもので、一枚板で作5れていた。柄の部分l志、
くりぬかれており、当時としては診しい作D方である。長さ、
約l06cm)

院しと

堰跡(水路の水をせき止める施設で、一本梯子が再利用されていた)

当時の水田耕作を想像させます。

一方、縄文時代の活動の跡として、後期中

頃(約� 3500年前)の多量の土器を寄せ集めて

た跡が見つかってお れ、さながら、 土器塚の

ようです。

なお、調査は、平成12年度も継続して行な

われております。

土器が出土しています。

また、祭り(まじなp) に使われたと思わ

れる「形代Jも出土し、注目を集めています。

水田跡はみつかっていませんが、豊富な農

具が出土した水路、 そこに設けられた堰から、 土器塚?(数個かう十数個体分の土織がまとまって見つかった)

水路跡の調査風景(後方の台地上は佐晶旨語遺跡)

紹介コ ナ

;工戸時代は、さまざまな燃料を使った;改

具が考案されました� 菜種油
なたねあぶら

などの液体油をO

用いる灯火具では、「灯心
とうしん

・油・油を溜
た

めてお
うつわ

く器Jを組み合わせて使っていました。� 

1'.¥

灯心は、「閤J(別名・トウシンソウ/イグサ科)という植物の髄を使用。
(灯心提供:県立房総のむら/上血は現代のかわらけ・下皿は東金市前
畑遺跡の出土晶を使用)

はじめは、土器の皿を器に使っていました

が、後に、陶器製の専用の灯明皿がつくられ

るようになりました。また、ヒョウソク・タ

ンコロなどの形(写真右)も考案され、また

たく聞にその種類が増えていきました。

一方、今までどおり、油の多い松の根を燃

やしたり、イワシやニシンの油を菜種油の代

わりに使ったりしている家もありました。
あんど� A

また、ロウソク・行灯・燭台・
しょくだい

提灯も
ちょうちん

普及

し、都市・農漁村を問わず、江戸時代は、ま

さに「灯りの文化jの華が開いた時代でした。

左の写真は、灯明皿の使用例です。小型の

皿(灯明皿)を上に、下に同じ大きさの、切

り込みの入った桟を持つ血(受け皿)を重ね

て使用した例です。� 2つの皿を重ねることに

より、上皿から垂れた油を下皿で受

けることができました。当時の人々

は細かな工夫をして、高価な菜種油

を一滴も無駄にすることはありませ

んでした。

現代、不夜城
ふやじよう

となった街灯
まち あか

りとは全く対照

的に、暗閣
くらやみ

の中のほのかな灯りは、私たちの

心を落ち着かせてくれます。

¥1ヘψ 、� 

1.ヒョウソク� 2.タンコ口形のヒョウソク� 3・4.灯明皿� 
5.油徳利� 6.ロウソク形のヒョウソク (佐倉市議誠議苔遺跡出土)

日本の時代区分表� 

営まれていました。この集落の中で、六拾部遺跡からは、仏教に関係する遺物が見っかり

ました。また、掘立柱建物跡の
はったてばしらたてものあと

中には、集落内の「お堂」と考えられるものがあり、この

地域の集落に仏教が伝わっていたことが分かりました。

かつて遺跡のあったこの地は、最先端の技術の企業を集めた工業団地として生まれ変わ

りましたが、一部、古墳公園として保存され、市民の憩いの場となっています。

なお、出土品等の資料は、当センタ一本部(四街道市)で保管しています。

六拾師遺跡出止の仏教関係の出土品(左上かSE:措
がとう

の1階部分、巾語、香請の蓋2点、中央:董付きの
詰、左下から「白井寺J暗かれた杯、踏の屋
根)

蹴工事前の佐倉市禅.梢・跡地区(昭和54年膨・南から/撮影:森田)� 

完成した佐倉第三工業団地は、東関東自動車道・佐倉インターチェンジに近く、広さは約lOOhalこも漫ぷ
(平成8年郷影・南東かS/提供:佐倉市)

BC (紀元前) 

約ω� fi't-前� {宮械県上� m年遺跡)

円口 宥 器 時 イ長� 
(100年を� cm

El
にもなります)

7と 時

5mmご表現しでありますので、縄文時代は約50 約23ω年前

可|� 
安土 ・桃山時代 大正





落とし穴は、主にシカやイノシシなどを獲
と

るため

につくられ、東日本を中心に発見されています。獲
え

物
もの

の行動に合わせ、台地の上や斜面などにしかけら

れていました。

千葉県では、成田空港近隣の遺跡群を

はじめ、主に県北部の遺跡で発見されて

いますが、規則的に配列された例は少な

いようです。これには、「けもの道」など

にしかける「わな猟
りょう

」が中心に行われて

いたためではないか、という説もありま

す。

ところで、この落とし穴、発掘作業を行

う補助員さんにとっても、なかなかテゴ

ワイ存在なのです。底に近づくにつれて

縄文時代の「落とし穴」の話

＊考古学用語では、一般的に「陥穴
おとしあな

」を用いています。

＊落とし穴の平面形は、「楕円形
だえんけい

」「長楕円形・細い溝形」「長方形」

などがあります。深さは、約0.5ｍから３ｍまで様々です。

＊穴の底に尖
とが

った杭
くい

を埋め込み、獲物に傷を負わせたり、身動きが

できなくする「逆茂木
さ か も ぎ

」式の落とし穴もありました（イラスト◯B）。

＊北海道や東北地方では、規則的に配列された例が多く、「追い込

み猟」が盛んだったようです。 イラスト／石井歌織

●母校の下に遺跡があった！

千葉県立木更津高等学校の生徒と教職員が、学校の敷地にある四房
し ぼ う

遺跡の発掘調査を7

月1 9日に見学しまし

た。

弥生時代のムラ跡

や中世の溝跡を見学

した参加者は、当セ

ンター職員の説明を

受け、ごく身近な所

にある郷土の歴史を

学習していました。

●親子で“夏休み発掘体験ツアー”
当センターが調査

中の君津市鹿島台
か し ま だ い

遺

跡において、ＪＨ日

本道路公団東京建設

局主催の発掘体験ツ

アーが、8月2 2日・

2 4日に行われ、都内

から約8 0名の参加が

ありました。

当日、アクアライ

ンを大型バスで渡って参加した小・中学生は、竪穴住居
たてあなじゅうきょ

を体験

発掘し、夏休み最後のよい思い出作りができたようです。

身動きはできなく

なるわ、服は土ま

みれになるわ、夏

はサウナ状態になるわで、大変だ

からです。

補助員さんの話によると、「下

から空を見上げると、獲物の気持

ちがよく分かる！」そうです。

「センセエ！まだ掘るんですかあ～・・・」

◯A ◯B ◯C

千葉県文化財法人連絡協議会ほか主催の巡回展は、今年で3回目を迎

え、県立総南博物館を皮切りに県内の県立博物館を巡回しています。

主な展示物は、今春、新聞紙上をにぎわせた君津市三直
み の う

貝塚をはじめ、

県内各地の最新の出土資料です。

最後の展示会場は県立中央博物館で、三直貝塚を中心とした講演会と

調査担当者による調査発表も予定していますので、是非ご来場下さい。

展示期間：平成12年12月16日（土）～

平成13年1月14日（日）（入館料無料）

＊毎週月曜日と年末年始は休館です。

講演会及び発表日時と会場：平成12年12月23日（土）

午後1：30～3：30／県立中央博物館講堂

◇発表演題：「君津市三直貝塚の調査」

◇講　　師：当センター職員　吉野健一

◇時　　間：午後1：35～2：00

◆講演演題：「縄文の大土木工事」

◆講　　師：市立市川考古博物館長 堀越正行氏

◆時　　間：午後2：00～3：30

□参 加 費：無料／申込み先：当センター資料部資料課

℡　043－422－8811（代表）

◇内　　容：県内の主な発掘調査の研究成果を発表し、出土品を展

示します。

◇主　　催：千葉県文化財法人連絡協議会・千葉市教育委員会（共催）

◇日　　時：平成13年1月21日（日）

午前10：00～午後3：30

◇会　　場：千葉市文化センターのホール及び市民サロン

【千葉中央ツインビル2号館3階・5階／千葉市中央区　

中央2－5－1】

◇対 象 者：県民ほか関係者

◇参 加 費：無　料（当日受付）

◇問合わせ：当センター調査部企画課 ℡ 043-422-8811（代表）

－第３回最新出土考古資料巡回展－　開催中！

出土品を見学する地元の小学生

（写真提供／県立大利根博物館）

■表紙について
君津市沖込遺跡１号墳出土玉類／古墳時代前期　 撮影：堀越知道
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消えゆく中世の風景

宮
谷横穴群は、九十九里平野が一望できる

標高5 0ｍ前後の金谷郷丘陵
かなやごうきゅうりょう

の南斜面にあ

ります。横穴群は７基で構成されており、平

成1 2年５月から７月にかけて、その内の４基

を発掘調査しました。

横穴とは、丘陵の斜面を利用して横に穴を

掘ったお墓のことで、古墳時代の終わり頃

（約1 4 0 0年前）に集中して造られるようになり

ました。

見つかった横穴の構造は、入り口の外の

「前庭部
ぜ ん て い ぶ

」（墓前域
ぼ ぜ ん い き

）、 玄 室 へ の 通 路 で あ る

「羨
せん(えん)

道
どう

」、遺体を安置
あ ん ち

した「玄室
げんしつ

」から成り立

っていました。

普通、入り口から羨道にかけての天井部分

は崩
くず

れてしまうことが多いのですが、今回調

査した３号・４号横穴では、ほぼ完全なアー

チ形に残っており、古墳時代当時の状態がよ

く分かりました。

その結果、玄室と羨道の床面
ゆかめん

の段差が大き

い横穴（高壇式
こうだんしき

）の形態が明らかになりまし

た。また、入り口部分の側壁には、縦
たて

に掘り

込まれた「ほぞ穴」があり、板などをはめ込

んだ閉塞施設
へ い そ く し せ つ

があったようです。さらに、横

穴を掘った道具の痕
あと

もはっきり残っており、

横穴の各部の機能や造り方を考える上で、大

きな成果を上げることができました。

当時の形を残した横穴
よ こ あ な

－大網白里町宮谷
お お あ み し ら さ と ま ち み や ざ く

横穴群－

なぞの多い石器　　－台形様
だ い け い よ う

石器－

台
形様石器は、今から約３万年から２万５

千年前にかけて、日本中で作られた旧石

器時代の石器です。主に台形のような形をし

ているので、こう呼ばれるようになりました

が、実際の形は様々です。大きさは３㎝から

５㎝ほどの、小型の石器です。

台形様石器の一例として、まず市原市草刈
くさかり

六之台
ろ く の だ い

遺跡出土の資料を紹介します（写真

１・２）。 神津
こ う づ

島から持ち込まれた黒曜石の

石片を材料にして、逆三角形に作られていま

す。上辺は鋭い刃
は

で、それ以外の部位は、表

裏を薄く削
そ

ぐように、丹念に仕上げられてい

ます。

２つ目の例（写真３・４・５）は、千葉市

鎌
かま

取
とり

遺跡出土の資料です。安山岩の石片を用

い、鋭い辺を上辺にして、不要な部分を断ち

切るような加工によって、長方形に作られて

います。

このように、台形様石器には様々な形があ

り、木の柄
え

を着
つ

けて、突く・切る・削るなど

の道具として使われたと思われますが、まだ

なぞの多い石器です。

頭上を通り過ぎていくモノレール。千葉

市では、もうすっかり見慣れた風景となり

ました。この千葉都市モノレールの建設に

伴って、昭和 5 7年から昭和6 0年にかけて

６遺跡の発掘調査が行われました。調査が

行われた遺跡の一つ廿五
つうへい

里城跡
ぢじょうあと

では、塚の

下から死者を葬
ほうむ

った常滑
とこなめ

産の大甕
おおがめ

、土
ど

壙
こう

墓
ぼ

、

火葬骨を納
おさ

めた骨蔵器
こ つ ぞ う き

、板碑
い た び

など中世の墓

地に関連した遺構や遺物が発見されました。

このあたりは原城
はらじょう

跡・高品城
たかしなじょう

跡・源館
みなもとやかた

跡・

殿台城
とのだいじょう

跡などの城跡が点在しており、中世

の遺跡が密集している地域です。

廿五里城跡からは、お経の一部分を書い

た墨
ぼく

書
しょ

土器（写真）が出土しています。浄
じょう

土
ど

教
きょう

の重要なお経の一つ『無量寿経
むりょうじゅきよう

』の阿

弥陀四十八願のうちの第十八願が書かれて

おり、県内では初めての出土例です。これ

は、「全ての人々が熱心に南
な

無
む

阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

を

唱えれば、極楽浄土
ごくらくじょうど

に行くことができるで

あろう」という意味を表しています。平安

時代後期以降、地方にも浄土教が広まった

ことを、この墨書土器が語っています。

モノレールの開通以後、廿五里城跡周辺

の開発が進み、かつての面影を残している

場所が急速に消えつつあるのは、やや残念

な気がします。

写真1・2の石器に柄を着けたようす（イメージ画）

調査区遠景（左から、4号・3号・2号横穴）

宮谷横穴の構造模式図

羨道から玄室を見る

1 2

3 4 5

（新500円玉硬貨）

廿五里城跡の塚（1 5世紀の常滑産の大甕が発見された。そ

の中には、熟年男性が葬られていた。塚の基底面に亡き者の

罪を少なくするための砂がまかれた跡があり、「土砂加持
ど し ゃ か じ

」

という法要が行われたらしい）

廿
五
里
城
跡
出
土
の
杯つ

き

（
骨
蔵
器
の
蓋ふ

た

と
思
わ
れ

る
。
土
器
の
外
側
に
無
量
寿
経
の
一
部
が
、
墨す

み

で

書
か
れ
て
い
る
。
中
央
の
文
字
は
、
梵ぼ

ん

字
の
一
部
）
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博物館などで、実物そっくりに造

られたレプリカが展示されているこ

とがあります。なぜ、実物があるの

にわざわざレプリカを展示するので

しょうか。

実物資料は、収蔵している博物館

などで展示するだけではなく、より

多くの人々に見てもらうために、ほ

かの博物館に貸し出したり、研究資

料として使われたりします。

しかし、実物のなかには、輸送や

展示に耐えられないほど壊れやすい

物や、環境により変質してしまう物

があります。そこで、実物は収蔵庫

で保管し、代わりに「影
かげ

武
む

者
しゃ

」とし

て、レプリカに活躍してもらうので

す。

レプリカは、専門の技術者が実物

レプリカ（複製品）の話【1】

左：レプリカ／右：実物資料（市原市川焼台
かわやきだい

遺跡出土2号小銅鐸）

●講演会：「縄文の大土木工事」

好評を博した巡回展（千葉県文化財法人連絡協議会ほか主催）に関

連した講演会が昨年の12月23日に、県立中央博物館で行われました。

当日、三直貝塚の調査結果を基に、

「縄文の大土木工事」と題した講

演会（講師：市立市川考古博物館

長堀越正行氏）と、当センターの

吉野健一研究員による調査発表が

実施されました。

会場を埋め尽くした聴講者は、

縄文の土木工事や環状盛土遺構の

説明を熱心に聞き入っていまし

た。

●三直貝塚遺跡見学会　Part 2
今回の特集で紹介した三直貝塚の遺跡見学会が、昨年の11月

25日に行われ、多くの見学者が訪れました。今回は、昨年3月

に続いて2回目です。当日は、調査中の遺跡の見学と共に出土

品の公開が、近くの君津

市民文化ホールで行われ

ました。

見学者からは、「市内で

このようなすばらしい遺

跡が発見されてうれしい」

「一度でいいから自分も発

掘してみたい」などの感

想が寄せられました。

縄文時代の土木工事について講演する堀越氏

当センター本部（四街道市鹿渡）の

2階に、当センターが発掘調査した出

土品の一部が展示されています。時代

は、旧石器時代から中近世までです。

一般の方も見学できますので、是非お

いで下さい。

●開 室 日／月曜日から金曜日
（祝祭日、当センターの休業日は除く）
●開室時間／午前9時30分～午後4時30分
●入 室 料／無料　

＊当センター作成のビデオ・ライブラリーも視聴できます。

●問合わせ／資料部資料課　TEL 043-422-8811（代表）

●展示室の紹介●展示室の紹介

夢ふくらむ・古代の衣装を試着体験

■表紙写真／錦繍
きんしゅう

の三直貝塚（手前：大型住居跡・南西から）

から型をとって造る特別な二次的資

料であり、単なる実物大の模型では

ありません。

第3回最新出土考古資料巡回展のフィナーレを飾る

君津市民文化ホールで出土品の見学

●千葉県生涯学習フェスティバル
－原始・古代フェア－

千葉県ほか主催のフェスティバルが、昨年の11月25日・

26日の両日、幕張メッセ国

際展示場で行われました。

千葉県文化財法人連絡協議

会は、勾玉作り、火起こし、

古代衣装の試着、ペーパー

クラフトなどの体験コーナ

ーを設け、親子連れなどで

にぎわいました。

大型住居跡（右端は、出入り口部分）の説明を受ける見学者

チョッピリ緊張、古墳時代の衣装を試着
（衣装協力／芝山町観光協会、芝山町立芝山古墳・はにわ博物館）

●●「「土土
ドド

器器
キキ

ッと古ッと古代代““宅配便宅配便””」」実施中！実施中！
実物の出土品等のセットを、県内の学校や公民館等の社会教育施

設に提供し、有効に活用してもらう企画です。セットの搬出入は、

当センターが行います。また、職員が出張して授業を行うこともあ

ります。

今年度は、17校への提供を行い（2月現在）、社会科や総合的な

学習等で活用されました。お申込みお問合せは、下記まで。

●資料部資料課　TEL 043-422-8811（代表）



最初に環状盛土遺構を見たときの印象はい
かがでしたか。

吉野 初めて土の盛り上がりを見たときは、古墳か

と思いました。確認トレンチ（昔の生活の跡を確認す

る溝状の穴）を入れてみたところ、縄文時代後期の土

器が多量に出土したので、縄文時代の遺構であること

が分かりました。

小林　現場の地面に土器片が落ちておらず、丘陵の
平坦部縁辺に高まりが見られたので、中世の遺跡かな、

と思ったくらいです。

県内外の盛土遺構の確認例を教えて下さい。

小林　北海道石倉
いしくら

貝塚、

青森県三内丸山
さんないまるやま

遺跡、秋田

県狐岱
きつねたい

遺跡、栃木県寺野東
てらのひがし

遺跡などがあげられます。

県内では、環状の貝塚に盛

土遺構に近い要素があるの

では、と考えています。

吉野　それから、県内で
は、印旛沼

いんばぬま

周辺の縄文時代

後・晩期の遺跡で、いわ

ゆる「土器塚」を伴う集落遺跡とも似ている部分があ

るのでは、と考えられています。

今回の調査では、環状盛土遺構と大型住居
跡に話題が集中していますが「貝塚（貝層）」
にもふれてみたいのですが。

吉野　遺跡名に“貝塚”とあるので、千葉市加曽利
貝塚や東京都中里

なかざと

貝塚のような大規模な貝塚を連想し

がちですが、ここで確認されたのは、小規模な貝層が

2か所だけです。時期は、縄文時代後期中ごろに限定

されます。

小林　貝の種類は、ハマグリ、オキアサリ、アサリ、

イボキサゴなどの海の砂底に棲
す

んでいるものと、ツメ

タガイ、サルボウなどの海の泥底に棲むものとに分け

られます。動物や魚の骨は比較的少なく、シカ、イノ

シシ、マダイ、クロダイ、フグの仲間などが出土して

います。中でもフグの仲間の骨が多いのがここの特徴

です。

調査を振り返っての感想はいかがですか。

吉野　どうやって調査を
進めたらよいか、悩みの

連続でした。

特に、ここは、遺構と

盛土の関係が複雑な上に、

ローム土（オレンジ色の

火山灰土）を掘り込んで

造られた大型住居跡が、

ローム土によって人為的

に埋められていたので、

本来の住居跡の形がはっきりするまで手間取りました。

小林　大型住居跡の規模が明らかになりつつあるの
はうれしいですね。それと、縄文中期末の住居跡1軒

から石棒が7点も出土した時は、感動しました（写真）。

補助員さんの中には、石棒が出土すると大いに盛り上

がる人がいて、楽しかったです。

最後に一言お願いします。

小林　三直貝塚の集落が営まれた時期は、大きく2期
に分けられそうなので、いずれ中期から晩期までの集

落の変遷
へんせん

を追ってみたいですね。

吉野 調査を始めたころは、休憩所はなく、現場ま

で急な道なき道を歩いたのが懐
なつ

かしい思い出です。

ある日、補助員さんが「なんか変なモノ出まし

た！？」と言って知らせてくれた“中空土偶”（写真）

の出土状況が、今後夢に出そうです。

三直貝塚 三直貝塚 
み      のう み   のう 

●縄文時代●

環状盛土
かんじょうもりつち

遺
い

構
こう

と大型住居跡

君津市の丘陵において、縄文時代中期後半から晩期前半
（約4500年～3000年前）にかけての集落跡が発見され、話
題を呼んでいます。館山自動車（木更津

き さ ら づ

～富津
ふ っ つ

区間）の建
設に伴い、平成11年7月から発掘調査を開始し、環状盛土遺
構、大型住居跡、貝層などが発見されました。なかでも、
環状
かんじょう

盛
もり

土
つち

遺構
い こ う

は縄文時代の土木工事跡として注目を集めて
おり、今回、特集を組みました。

99

98

97

99

98

97

表紙写真撮影方向 

中央凹地 

焼土遺構 

調査範囲外 

ピット群（住居（住居の柱穴群）柱穴群） ピット群（住居の柱穴群） 

三直貝塚の様子（略図） 
（平成12年12月現在） 

北東斜面 

石棒（写真）出土住居跡 

南東斜面 

大型住居跡 

全景空中写真撮影方向 

南斜面（斜面造成区域）南斜面（斜面造成区域） 南斜面（斜面造成区域） 
0 20m0 20m

　　　　　盛土範囲 
　　　　　中期後半 
住居跡　　後期前半 
　　　　　後期～晩期前半 
　　△　　貝層 
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三直貝塚は、房総丘陵の標高約100mの山中に位置し、

畑沢
はたざわ

川と小糸
こ い と

川上流域に当たります。

発掘調査の結果、丘陵の平坦部に、環状盛土遺構が築

かれていることが分かりました。この遺構は、近年注目

を集めている縄文時代の土木工事跡と考えられています。

規模は、外径約140m、盛土幅約10～20m、最大高さ約

1.8mで、縄文時代後期中ごろから晩期前半に営まれてい

たようです。

盛土の中からは、住居跡が数軒発見されました。なか

でも、一辺が約10mもある大型住居跡の発見は、話題を

呼びました（表紙写真）。この住居跡は、他の住居跡と比

べて掘り込みが大変深く、建て替えも最低4回は行われて

いるようです。住居跡からは、石棒
せきぼう

、耳飾
かざ

り、異形
いけ い

台付
だいつき

土器といった、まじないや祭りに関連する遺物が出土し

ました。

このように、盛土の中から、当時の住居跡が発見され

る例は極めて珍しく、今後の研究成果が期待されます。

環状の盛土に囲まれた中央部分は、断面模式図のよう

にくぼんでいます。ここからは、遺物はほとんど出土せ

ず、住居跡などの遺構もありませんでした。

以上のことから、環状盛土遺構は、自然地形を削った

り土を盛り上げたりした、当時の土木工事跡であること

が、少しずつ分かりかけています。

その他、縄文時代後期後半から晩期前半にかけての住

居跡多数（ピット群を含む）、斜面を造成した跡、貝層2

か所（1か所は調査範囲外）などが発見されました。主な

出土品は、土器・石器をはじめ、耳飾り、ヒスイ製の垂
すい

飾
しょく

品（首飾りなど）、中空
ちゅうくう

土偶
ど ぐ う

、独鈷石
どっこいし

、注口
ちゅうこう

土器、石棒

などです。

西 東 

調査範囲外 

盛土 

凹地 

ピット群 

丘陵の地山 

1

2

3

じ   やま 

旧石器時代旧石器時代 草創期草創期 早期早期 前期前期 中期中期 後期後期 晩期晩期 弥生時代弥生時代 旧石器時代 

12000年前 9000年前 6000年前 

縄文時代時期区分表 

草創期 早期 

＊年代は、全ておよその数字です。 

前期 中期 後期 晩期 

5000年前 3000年前 

4000年前 2300年前 

弥生時代 

①水まきも重要な仕事です

②房州名産のボッチ笠をかぶる補助員さん

③日よけ用グッズを背負いながら、平板実測

◆◆ 空から見た空から見た 三直貝塚三直貝塚 ◆◆
（南上空から／平成12年8月撮影）

環状盛土遺構の断面模式
だんめんもしき

図

＊1・2・3（住居跡）／盛土と住居の建て替えの繰り返し（イメージ図）

第1回遺跡見学会で盛土遺構を見学

（約千人もの見学者が訪れた。平成12年3月）

◆◆スナップスナップ 発掘最前線発掘最前線 ◆◆

平成11年7月に開始した発掘調査も、いよい
よ終盤を迎えました。そこで、調査に主に携わ
った職員に、三直貝塚の内容と感想を熱く語っ
てもらいました。

三直貝塚を語る

小林清隆木更津調査室長

祭りなどに使われたと思われる出土品

（1.注口土器、 2.石棒、 3.独鈷石、 4異形台付土器、 5.耳飾り、

6.ヒスイ製の垂飾品、 7.注口付土器、 8.中空土偶）

貝層の調査。

中央下は、イノ

シシの下顎
したあご

の骨

紅葉を背にして作業する補助員さん

吉野健一研究員

一軒の住居跡から石棒が7本もまとまって出土したのは、大変珍しい

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ
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2
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し す いまちすみふるさわ

山中世の土地造成-酒々井町墨古沢遺跡一
墨吉沢遺跡は、東関東自動車道� IjU非パーキンク、 に大小の建物跡があり、約60墓の井戸がいたる所に掘

エリア下リ線jの西側に位聾しています=表紙写真ニ。 られていました。また、南側の区域では、中世のお墓

平成11年7月から発掘調査が開始され、縄文時代後半 と地下式塘(地下室状の大きな穴)約40墓もまとまっ

(約 5 ， 000~2 ， 300年前)から中世までの生活の跡が発

見されました。なかでも、中世に行われた台地平坦部の

大規模な土地造成は、自を男張るものがあります。

この造成部分は、溝で何力所かに区切られ、その中

て発見されました。

とのような建物や施設が使われていた時期は、出土

した陶磁器などの遺物力、ら判断すると、� 15世紀の半ば

から� 16世紀の終わり頃と考えられます。

今回調査した範囲は、南北約300m、東西約80mの範

囲(f東京ドームjの約半分の広さ)ですが、中世の遺

跡範囲は、さらに調査地区の外側にも広が

る広大なもので、あったと推定できます。

発掘調査は、まもなく終了しますが、

今後、整理作業の中でまた新たな発見が

あるかもしれません。

縄文時代の遺跡を発掘していると、土製の人形のようなもの

が出土することがあります。考古学では、それらをf土偶jと呼んでい

ますが、その形と意昧は一様ではありません。この土偶、一般的に女性を

表したものが多いうえに、完全な形で発見されるととは非常にまれです。
みのう

今回紹介する土偶=写真=は、平成11年に君津市三直貝塚(本紙24号参照)で

見つかったものです。顔の特徴から「ミミズク土偶jと呼ばれており、縄文時代後期

から腕期にかけて(約4.000.......2.300年前)の関東地方ではそれほど珍しいものではあ

りません。
くうどう

ところが、この土偶の申は空洞(中空)になっており、東北地方に多く見られる作りな

のです。さらに、完全な形を推定すると30αn以上はあったと考えられ、現時点で関東地

方最大級の中空ミミズク土偶になると恩われます。

このような「大型で中空のミミスク土偶jの出土例は、全国的に見ても今のところと

ても少なく、大変貴重な発見です白

また、この土偶の表面がボロボロにもろくなっていたことから、当時何らかの理由

で激しく火に包まれたことが想像できます。

さて、この土偶には、当時の人のどのような想い力活 められていたのでしょ

うか。
あぴこ 虐 げと みや宜主

*我孫子市下ヶ戸宮前遺跡と埼玉県赤城遺跡から同類の土偶が出土して

います。

井戸跡(中央のベル卜は、井戸の埋まり方を

観察するためのもの。断面は、漏斗形)

ほうむ

大きな穴フ〉中に葬られていた、馬と思われる骨� 

o 5αn 
l 一一一」

「大型中空ミミズク土偶J

印西市の北東部、利根川を見下ろす北総台地

の先端に
せんたん

小林城跡があります。県道印西印塘線

が通ることになったため、工事に先立って、平

成3年6月から平成4年3月まで発掘調査が行

われました。

小林城跡は、戦国時代の終わり頃(約400年

前)にこのあたりを支配していた千葉氏の一

族・原氏に関係のある城ではないかと考えられ

ています。周辺の台地上には竹袋城
たけぶくろ

跡、笠神城
かさがみ

跡、中根砦跡
なかねとりで

などの同時期の城跡があります。

この地は、利根川の水運を利用しやすい場所で

あり、下総国(今の千葉県北部と茨城県の一部)
芦かい

と常陸国
ひたちのくに

(今の茨城県)の暁にあたる重要な

拠点、
きょてん

だったので、しよう。
どるい力、ら(;rり

発掘調査で、土塁や空堀、門の跡、主郭
しゆかく

(城

の中心部)が見つかり、城の様子がわかりまし

た。そこからは、中世の土器や陶磁器、石製品

などのたくさんの遺物が出土しました。このこ

とにより、� 15世紀の半ばに造られ、� 16世紀の

終わり頃に使われなくなって破壊されたので、は

ない力¥ということがわかってきました。

また、中世の遺物のほかに、縄文時代の土
サつ力、ん

器・石器、古墳時代の埴輪
はにわ

・石棺の一部なども

出土しており、この地が縄文時代から利用され

ていたことも明らかになりました。

企現在の小林城跡(南東から)� 

V小林城跡と周辺の様子� 
(2001年撮影/京葉測量株式会社)

縄 可之 時 代

姿
を
現
九
た
戦
国
時
代
の
城
・

小
林
城
跡

司司・・・・・v

企空から男た小林城跡付近� (1967年撮影)

釣 1 2000年前 000年を5mmで、表現すると 、 縄文時代はが~50cm'こ右; ります)
飛鳥時代� 710 京良時代 安土・桃山崎ft Ajf 

約2300年前

平安時代石 器� 時 代
uUII 4'OJlllfi il'dlhげにの始まりについては、現白、I'J棟討されていますv よって、

本紙では、新たな ~L解が完 Jとされるまで、勺代 ωI;t! }械を'I' Jtl 、た L ます σ

円口
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